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次号予告 第 55巻　第 10号（10月号）

特集　小児科医ができるアドボカシー活動
～こどものこえを社会のこえにするために小児科医ができること～

〔総論〕
小児科医にとってのアドボカシー活動
　…………………………………………五十嵐　隆
「こどもまんなか社会」と小児科医の
　アドボカシー活動……………………自見はなこ
小児科医へのアドボカシー教育
　―小児科専攻医に対するアドボカシー
　教育プログラム（CHAT） …………余 谷 暢 之
アメリカ小児科学会のアドボカシー活動
　…………………………………………伊 藤 健 太
ラオスのこどもたちのアドボカシー…堀 内 清 華
こどもの健康課題のマッピング………竹 原 健 二

〔個人レベルのアドボカシー　現場でこえを 
すくい上げ支援につなげる〕
病院小児科医による実践………………小 川 優 一
クリニックの小児科医による実践……本 田 真 美
看護師による実践………………………上野多加子
リハビリテーションでの実践
　―重症心身障がい児のこえ…………須 貝 京 子
メディカルソーシャルワーカーによる
　実践……………………………………佐 藤 　 杏
スクールソーシャルワークの実践……沖 田 昌 紀
保健師の実践……………………………中 板 育 美

〔地域レベルのアドボカシー　こどもの課題を 
地域で取り組む〕
地方公共団体が取り組むアドボカシー
　…………………………………………小倉加恵子
パンデミック下でこどものこえを
　社会に届ける富山の取り組み ………種 市 尋 宙
八王子市での取り組み …………………高 嵜 瑞 貴
地域レベルで虐待に取り組む …………小 橋 孝 介

〔国レベルのアドボカシー　こどもの課題を 
国家レベルで取り組む〕
こどものこえを政策につなげる ………千 先 園 子
傷害予防とアドボカシー ………………山 中 龍 宏
ワクチン忌避への対応を考えよう ……幾 瀨 　 樹
子どもの意見表明権を真に保障する
　ために …………………………………高 井 明 子

〔メディア，コミュニケーション・アドボカシー〕 
社会的起業によるアドボカシー ………橋 本 直 也
教えて！ドクター ………………………坂 本 昌 彦 
ふらいと先生の情報発信 ………………今 西 洋 介
新型コロナウイルス感染症と子どもの
　ウェルビーイング：コロナ×こども
　本部の取り組み ………………………山 口 有 紗

〔コラム〕
診察室で「こどものこえ」を聴こう …広 瀬 宏 之
はまどおりサポートちるどれんの活動
　…………………………………………菅 波 香 織

「小児内科」特集案内 定価

第54巻 第 8号　（2022年 8月）　外来でよく見る子どもの皮膚疾患―臨床写真で覚える！（増大号） （6,600円）
 第 9号　（2022年 9月）　成人患者における小児期発症慢性疾患 （3,080円）
 第10号　（2022年10月）　小児科医が知っておくべき性の知識 （3,080円）
 第11号　（2022年11月）　子ども虐待～命を救うために～ （3,080円）
 増刊号　（2022年12月）　小児疾患診療のための病態生理 3　改訂第 6版 （12,100円）
 第12号　（2022年12月）　オンライン診療 （3,080円）
第55巻 第 1号　（2023年 1月）　コロナ禍でのグローバルヘルス （3,190円）
 第 2号　（2023年 2月）　分子標的薬を極める （3,190円）
 第 3号　（2023年 3月）　どうする？　小児の便秘・下痢 （3,190円）
 第 4号　（2023年 4月）　新しい時代の小児感染症（増大号） （7,150円）
 第 5号　（2023年 5月）　小児の移植医療 （3,190円）
 第 6号　（2023年 6月）　小児の心身症～いま改めて心身相関を考える～ （3,190円）
 第 7号　（2023年 7月）　腎・泌尿器疾患―血尿から移植まで （3,190円）
 第 8号　（2023年 8月）　腎小児の集中治療の実践―躬行実践― （3,190円）

上記のご注文ならびに在庫照会は下記までご連絡下さい。価格は消費税 10％を含みます。
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